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１．研究背景 

 特別支援学校の高等部の生徒が受ける就労支援では，生

徒1人ひとりの特性に応じた職業教育が求められている．し

かし，従来の支援では教員の経験や直感に依存する側面が

強く，個別最適化することが困難となっている． 

２．研究の目的 

特別支援学校の高等部の生徒に個別最適化された職業

教育支援を行う．骨格検出と生成AIなどの技術を活用した

就労支援システムの開発を行い，生徒の社会スキル向上と

キャリア形成の具現化を目的とする．

3．研究成果 

3.1 前段階の研究成果 

 本研究を行うために，前段階として以下の手順で面接訓

練を行うシステムを開発した． 

1）文章生成AIによって，質問を生成する．

2）質問を音声合成で読み上げる．

3）画像生成AIによって，面接官のCGを生成する．

4）読み上げ音声とCG画像からAI面接官が質問を行う動画像

を生成する．

5）被験者が回答した音声を音声認識によって，テキストデ

ータに変換する．

6）変換されたテキストデータを文章生成AIに引数として渡

し，新たな質問文を生成する．

7）被験者の回答に対して，「正しい言葉遣いができている

か」「論理的な回答になっているか」の観点から評価する． 

上記の手順で開発したシステムの評価例である(図1)．

図1 システムの評価例 

3.2 着席人物に対する姿勢推定 

 “正しい姿勢”と“猫背”，“もたれかっている”の3種

類を検出するために左側から撮影を行った．撮影した動画

に対して姿勢推定などが可能なオープンソース機械学習ラ

イブラリであるMediaPipe[1]のなかで，姿勢推定が可能な

MediaPipe Poseを用いて骨格座標を取得した．姿勢の角度

計算には左肩と左腰，左腰と左膝の座標をベクトルに変換

した後に，2つのベクトルからなす角度θを求めることで，

3種類の姿勢を推定した(図2)． 

図2 骨格検出と角度計算による正しい姿勢の推定 

3.3 会話する際の笑顔に対する表情認識 

 本研究では，認識される“happy”という感情を笑顔と定

義したうえで表情認識を行う．実際の面接で会話する際の

表情を想定した動画を撮影した．撮影した動画に対して，

顔認識や表情認識などが簡単に行えるライブラリである

DeepFace[2]を用いて笑顔を認識した(図3)． 

図3 認識された表情（笑顔）とスコア 

４．まとめと今後の課題 

 前段階で開発したシステムに追加する機能として，着席

人物の姿勢推定と笑顔に対する表情認識を行った． 

今後の課題として，障害のある生徒特有の姿勢推定や面

接に相応しくない表情かどうかを声の大きさ等を特徴量と

して用いる表情認識等を行う． 
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